
あったかすくんの
雪像が登場  

鷹栖保育園の子どもたちと
ハイ、ポーズ  
（1月27日）
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皆
さ
ま
か
ら
の
温
か
い
気
持
ち
が

ふ
る
さ
と
ま
ち
づ
く
り
応
援
基
金

　

町
で
は
、
町
に
お
住
ま
い
の

方
や
ご
出
身
の
方
、
ま
た
親
し

み
や
共
感
を
覚
え
て
く
だ
さ
る

方
々
か
ら
の
寄
付
を
募
り
、
特

色
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
、「
鷹
栖
町
ふ
る
さ
と
ま

ち
づ
く
り
応
援
基
金（
通
称「
ふ

る
さ
と
納
税
」）」
を
開
設
し
て

い
ま
す
。

　

寄
付
金
は
、
寄
付
さ
れ
る
皆

さ
ま
に
使
い
道
を
選
ん
で
い
た

だ
き
、
次
代
を
担
う
子
ど

も
た
ち
や
自
然
・
環
境
を

守
る
事
業
等
に
活
用
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
寄
付
を

い
た
だ
い
た
方
に
は
町
か

ら
の
お
礼
と
し
て
、
町
自

慢
の
特
産
品
を
贈
呈
し
て

い
ま
す
。

　

昨
年
10
月
に
は
、
特
産

品
の
種
類
を
増
や
し
、
よ

り
皆
さ
ま
に
応
援
い
た
だ

け
る
よ
う
進
め
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、
テ
レ
ビ
等
の

マ
ス
コ
ミ
で
ふ
る
さ
と
納

税
の
話
題
が
取
り
上
げ
ら

◆平成25年度の寄付額一覧◆
４月 ３件 ５２,７８０円
５月 １４件 １９５,１００円
６月 １２件 １２０,０００円
７月 ８件 ８０,０００円
８月 ７件 １１０,０００円
９月 ２０件 ２００,０００円
10月 ５７件 ６６１,１００円
11月 ３４８件 ４,７７４,５３０円
12月 １,０３３件 １１,２９０,０００円
合計 １,５０２件 １７,４８３,５１０円

れ
た
こ
と
も
あ
り
、
今
年
度
は

全
国
各
地
の
方
々
か
ら
多
額
の

寄
付
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

お
礼
の
特
産
品
は
、
ト
マ
ト

ジ
ュ
ー
ス
『
オ
オ
カ
ミ
の
桃
』

や
シ
カ
肉
セ
ッ
ト
な
ど
、
鷹
栖

町
の
味
覚
を
味
わ
え
る
も
の
で

す
。
鷹
栖
町
の
お
い
し
い
農
産

物
や
加
工
品
を
味
わ
っ
て
い
た

だ
く
、
良
い
き
っ
か
け
づ
く
り

に
も
な
っ
て
い
ま
す
。　

　

ふ
る
さ
と
ま
ち
づ
く
り
応
援

基
金
へ
の
申
し
込
み
は
随
時
受

け
付
け
て
お
り
ま
す
。
鷹
栖
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、
申
込
書

を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
、
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。
寄
付
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
参
照
の
う

え
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
ご
覧
い
た
だ

け
な
い
方
に
は
、
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
の
郵
送
も
可
能
で
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　

総
務
企
画
課
企
画
広
報
係
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│
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１
１

《
寄
付
金
の
活
用
事
例
》

◆
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
宅
に
、

火
災
報
知
器
を
設
置
し
ま
し

た
。

◆
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
心
を

育
む
た
め
、
小
中
学
校
へ
の

出
前
事
業
の
実
施
に
活
用
し

ま
し
た
。
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ゴ
ミ
分
別
Ｑ
＆
Ａ　
ゴ
ミ
の
分
別
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ
を
掲
載
し
ま
す
。
ゴ
ミ
分
別
の
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

４選手が全国大会
への切符を手中に

鷹栖中クロカン部全道大会で大活躍
田中くん、大田喜くんが全道制覇!

男子フリー優勝

田
た

中
なか

大
だい

輝
き

くん（３年）

男子クラシカル優勝

大
おお

田
た

喜
き

日
ひゅうが

向くん（３年） 大
おお

田
た

喜
き

日
ひより

和さん（１年）渡
わた

邉
なべ

大
だい

地
ち

くん（３年）

　

１
月
13
〜
15
日
に
、
札
幌
市

白
旗
山
競
技
場
で
開
催
さ
れ
た

『
第
46
回
北
海
道
中
学
校
ス
キ

ー
大
会
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
競

技
』
で
、
鷹
栖
中
学
校
ク
ロ
ス

カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
部
が
大
活

躍
と
い
う
嬉
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が

飛
び
込
ん
で
き
ま
し
た
。
田
中

大
輝
く
ん
（
３
年
）
が
男
子
フ

リ
ー
で
優
勝
、
大
田
喜
日
向
く

ん
（
３
年
）
が
男
子
ク
ラ
シ
カ

ル
で
優
勝
と
、
２
種
目
と
も
に

制
覇
す
る
快
挙
を
達
成
し
た
の

で
す
。　

　

田
中
く
ん
は
ク
ラ
シ
カ
ル
で

も
３
位
、
大
田
喜
く
ん
は
フ
リ

ー
で
も
６
位
と
、
２
種
目
と
も

に
入
賞
。
ま
た
、
渡
邉
大
地
く

ん
（
３
年
）
が
ク
ラ
シ
カ
ル
で

８
位
に
入
賞
し
、
３
人
が
全
国

大
会
の
切
符
を
手
に
し
ま
し
た
。

田
中
く
ん
は
３
年
連
続
、
大
田

喜
く
ん
と
渡
邉
く
ん
は
２
年
連

続
で
の
出
場
で
す
。

　

女
子
で
は
、
大
田
喜
日
和
さ

ん
（
１
年
）
が
、
フ
リ
ー
で
８

位
、
ク
ラ
シ
カ
ル
で
10
位
に
入

賞
。
初
め
て
の
全
道
大
会
の
舞

台
で
力
を
発
揮
し
、
見
事
全
国

大
会
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

　

１
月
17
日
に
、
全
道
大
会
に

出
場
し
た
９
選
手
が
役
場
へ
来

庁
し
、
谷
町
長
と
宝
田
教
育
長

へ
結
果
を
報
告
し
ま
し
た
。
全

国
大
会
へ
出
場
す
る
選
手
の
意

気
込
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

田
中
大
輝
く
ん

「
全
道
大
会
で
の
走
り
を
、
全

国
大
会
で
も
出
せ
る
よ
う
頑
張

り
ま
す
。
全
国
制
覇
を
目
指
し

て
い
き
た
い
で
す
」

大
田
喜
日
向
く
ん

「
フ
リ
ー
で
転
倒
し
た
悔
し
さ

を
胸
に
、
ク
ラ
シ
カ
ル
で
優
勝

で
き
ま
し
た
。
全
国
で
は
、
周

り
の
人
へ
の
感
謝
を
忘
れ
ず
、

頑
張
り
た
い
で
す
」

渡
邉
大
地
く
ん

「
全
国
へ
の
強
い
意
志
と
最
後

ま
で
あ
き
ら
め
な
い
気
持
ち
で
、

全
国
出
場
を
手
に
で
き
ま
し
た
。

家
族
や
先
生
へ
の
感
謝
を
胸
に

挑
み
た
い
で
す
」

大
田
喜
日
和
さ
ん

「
全
道
で
は
練
習
の
成
果
を
発

揮
で
き
ま
し
た
。
全
国
で
は
皆

さ
ん
の
応
援
に
応
え
れ
る
よ
う

頑
張
り
た
い
で
す
」

　

残
念
な
が
ら
全
国
大
会
出
場

が
叶
わ
な
か
っ
た
選
手
も
、
自

分
の
力
を
十
分
に
発
揮
し
立
派

な
成
績
を
残
し
て
い
ま
す
。
４

選
手
が
全
国
に
行
け
る
の
も
、

チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
大
会
に

挑
ん
だ
成
果
だ
と
思
い
ま
す
。

　

全
国
大
会
は
、
２
月
２
〜
５

日
に
群
馬
県
片
品
村
で
開
催
さ

れ
ま
す
。
出
場
す
る
４
選
手
は
、

チ
ー
ム
メ
イ
ト
の
思
い
も
胸
に
、

全
力
で
大
会
に
望
ん
で
く
だ
さ

い
。

頑
張
れ
！
鷹
中
ク
ロ
カ
ン
部
！

大舞台で大健闘をみせた鷹栖中クロスカントリースキー部

全国大会出場を決めた４選手
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Ｑ
１
．
収
集
さ
れ
た
ビ
ン
は
、
ど
の
よ
う
に
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
る
の
で
す
か
？

鷹栖町●おもてなし
～松浦市小学生訪問団が来町～

　鷹栖町では、町名に『鷹』のつく全国の市町との交流が続け
られています。中でも、直線距離にして約1,600㎞離れている、
長崎県松浦市（旧鷹島町）とは、平成８年から小学生国内交流
事業を行っています。今回は、交流事業の内容とともに、今年
参加したご家族の皆さんのコメントを紹介します。

交
流
事
業
は

 

平
成
８
年
ス
タ
ー
ト

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で

 

家
族
と
の
交
流

　

小
学
生
の
国
内
交
流
事
業
が

ス
タ
ー
ト
し
た
の
は
、
18
年
前

の
平
成
８
年
。
町
名
に
『
鷹
』

が
つ
く
市
町
同
士
と
し
て
、
当

時
の
長
崎
県
鷹
島
町
と
の
交
流

事
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。
平
成

18
年
に
、
鷹
島
町
が
合
併
に
よ

り
松
浦
市
と
な
っ
た
後
も
、
交

流
は
続
い
て
い
ま
す
。

　

松
浦
市
は
、
長
崎
県
の
北
側

に
位
置
し
、
海
に
面
し
た
街
で

す
。
鷹
栖
町
と
は
、
気
候
も
生

活
環
境
も
異
な
る
地
域
で
あ
り
、

鷹
栖
で
は
な
か
な
か
体
験
で
き

な
い
こ
と
を
、
数
多
く
体
験
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

交
流
事
業
は
、
夏
に
鷹
栖
町

の
子
ど
も
た
ち
が
松
浦
市
を
、

冬
に
松
浦
市
の
子
ど
も
た
ち
が

鷹
栖
町
を
訪
れ
ま
す
。
九
州
の

照
り
つ
け
る
日
差
し
が
厳
し
い

夏
、
北
海
道
の
一
面
に
雪
が
広

が
る
寒
さ
厳
し
い
冬
。
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
の
特
色
あ
ふ
れ
る
季

節
に
訪
れ
る
こ
と
で
、
い
つ
も

と
は
違
う
生
活
を
す
る
こ
と
が

で
き
、
多
く
の
こ
と
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
昨
年
８
月
上
旬

に
鷹
栖
町
か
ら
３
人
の
小
学
生

が
松
浦
市
を
訪
問
。
真
夏
の
海

水
浴
や
モ

※

ン
ゴ
ル
村
の
ゲ
ル
で

の
宿
泊
体
験
な
ど
を
楽
し
み
ま

し
た
。
松
浦
市
か
ら
は
、
今
年

１
月
上
旬
に
同
じ
く
３
人
の
小

学
生
が
来
町
。
夏
に
松
浦
市
を

訪
れ
た
子
ど
も
た
ち
の
家
庭
に

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
、
北
国
の
生

活
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

町
内
の
家
庭
に
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち

は
日
常
生
活
で
も
様
々
な
体
験

が
で
き
ま
す
。
私
た
ち
に
と
っ

て
は
当
た
り
前
の
雪
は
ね
や
、

雪
道
を
歩
く
こ
と
も
、
松
浦
市

の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
貴

重
な
経
験
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※
松
浦
市
鷹
島
に
あ
る
レ
ジ
ャ
ー
施

設
。
ゲ
ル
と
は
、
モ
ン
ゴ
ル
に
住

む
遊
牧
民
が
使
用
し
て
い
る
、
伝

統
的
な
移
動
式
住
居
の
こ
と
。

３日目の雪中遊びにて

で
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　子どもた
ちは、ぬら
したタオル
を外で振り
回したらど
うなるか？
ジュースを
プラスチッ
クのコップに入れたら次の日どうなるか？など
の実験を楽しんでいました。また、お風呂に入
りながら雪遊びをするのも楽しんでいました。
　受け入れ期間はとっても楽しく、息子がもう
１人できたような感じでした。親子ともども、
貴重な経験ができ、参加できたことに感謝して
います。

 湯田 猛さん、里美さん、航平くん、桃花ちゃん

　松浦の子ども
たちの様子や、
北海道の地名・
観光名所の話題
など、期間中は
話がつきません
でした。
　松浦の子ども
たちを見ている
と、雪が嬉しいのが良く伝わってきました。雪
の美術館見学やスタルヒン球場でのチューブ滑
り、スキー教室など本当に楽しそうでした。
　受け入れたのも何かの縁ですので、数年後の
成長した姿を見てみたくなり、とても貴重な経
験となりました。

照井 邦明さん、かおりさん、咲
さ

頼
ら

ちゃん、元
げん

琢
た

くん

　

Ａ
１
．
洗
浄
し
再
び
ビ
ン
と
し
て
使
用
さ
れ
た
り
、
ガ
ラ
ス
製
品
や
道
路
補
材
な
ど
に
再
利
用
さ
れ
た
り
し
ま
す
。

　

今
年
は
、
町
内
の
３
家
族
の

ご
協
力
の
も
と
、
松
浦
市
の
小

学
生
を
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
受
け

入
れ
ま
し
た
。
訪
問
中
は
、
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
の
家
族
と
自
由
に

過
ご
す
日
も
あ
り
、
北
国
の
生

活
を
存
分
に
満
喫
し
て
も
ら
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

と
し
て
ご
協
力
い
た
だ
い
た
家

族
の
皆
さ
ん
に
、
交
流
を
終
え

て
の
感
想
を
伺
い
ま
し
た
。

◆松浦市訪問団の５日間◆
【１日目】鷹栖町に到着。町主催の歓迎会を開催。
【２日目】ホームステイ先の家族と自由な一日。
【３日目】鷹栖の子どもたちと雪中遊び。夜には冬

の花火を楽しみました。
【４日目】町スキー連盟の指導のもと初めてのスキ

ー体験。
【５日目】役場でお別れ会をした後、旭山動物園を

見学し札幌へ。翌日松浦市へ帰省。

　

普
段
生
活
し
て
い
る
中
で
、

味
わ
う
こ
と
の
で
き
な
い
体
験

は
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
も

成
長
し
て
い
く
大
き
な
糧
と
な

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と

し
て
受
け
入
れ
る
家
族
の
皆
さ

ん
に
と
っ
て
も
、
貴
重
な
経
験

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

今
年
も
６
月
ご
ろ
に
は
、
松

浦
市
へ
の
訪
問
団
員
の
募
集
を

開
始
し
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ

る
方
は
ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

湯田さんファミリー
照井さんファミリー

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で

 

深
ま
る
絆

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　

教
育
委
員
会
教
育
課

　

総
務
学
校
教
育
係

　
　

☎
87
│
２
０
２
８

　庭に雪山
を作ったの
が気に入っ
た様子で、
暇さえあれ
ば雪遊びを
楽しんでい
ました。
　受け入れで大変ということは特になく、子ど
もにとっても親にとっても、思い出深いひと時
でした。受け入れ前の心配よりも、楽しさのほ
うが大きかったです。受け入れた彩菜ちゃんの
お母さんと電話で話した時「とても楽しかった
と、土産話が止まりません」と言ってくださり、
嬉しかったです。

 伊藤 修一さん、陽子さん、みのりちゃん、壮
た け る

琉くん

伊藤さんファミリー
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Ｑ
２
．
ス
キ
ー
を
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
す
場
合
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
出
し
た
ら
い
い
で
す
か
？

　

介
護
保
険
制
度
は
、
介
護
を

必
要
と
す
る
状
態
に
な
っ
て
も
、

自
立
し
た
生
活
が
で
き
る
よ
う

に
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

制
度
で
す
。
被
保
険
者
自
身
と

そ
の
家
族
が
、
で
き
る
だ
け
従

来
の
生
活
が
続
け
ら
れ
る
よ
う
、

介
護
予
防
を
通
じ
て
支
援
す
る

仕
組
み
で
す
。

【
制
度
の
対
象
と
な
る
方
】

◆
65
歳
以
上
の
方
…
『
第
１
号

被
保
険
者
』
と
な
り
ま
す
。

介
護
や
支
援
が
必
要
で
あ
る

と
「
認
定
」
を
受
け
た
方
が
、

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
ま
す
。

◆
40
〜
64
歳
の
方
…
『
第
２
号

被
保
険
者
』
と
な
り
ま
す
。

介
護
保
険
で
対
象
と
な
る
病

気
（
特
定
疾
病
）
が
原
因
で
、

介
護
や
支
援
が
必
要
で
あ
る

と
「
認
定
」
を
受
け
た
方
が
、

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
ま
す
。

　

全
国
的
に
高
齢
化
が
進
ん
で

い
る
現
在
。
町
内
の
高
齢
者

（
65
歳
以
上
）の
割
合
は
29
％
と
、

鷹
栖
町
で
も
高
齢
化
が
進
ん
で

い
ま
す
。

　

高
齢
者
の
中
で
、
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
る
方
の

割
合
は
約
20
％
。
今
後
は
、
サ

ー
ビ
ス
を
必
要
と
す
る
方
も
増

え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
制
度

の
重
要
性
が
増
し
て
き
て
い
ま

す
。

町内の介護保険制度適用認定者数（平成25年11月現在） 町内の高齢者人口の割合（平成25年11月現在）

要介護区分 第１号被保険者 第２号被保険者
要支援１  74人 0人
　〃　２  34人 1人
要介護１  99人 2人
　〃　２  59人 1人
　〃　３  36人 0人
　〃　４  49人 3人
　〃　５  55人 1人
合　　計 406人 8人

介護予防事業「ふまネット」の様子

『
幸こ

う

』齢
者
に
な
る
た
め
に

〜
生
涯
元
気
を
支
え
る〝
介
護
保
険
制
度
〞〜

特　集

制
度
の
概
要

鷹
栖
町
の
現
状

総人口
7,300人

高齢者
（65歳以上）
2,117人
《29%》
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Ａ
２
．
板
の
み
の
場
合
は
４
本
ま
で
を
１
組
と
し
、
板
と
ス
ト
ッ
ク
の
場
合
は一式
で
１
枚
の
処
理
券
を
貼
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

介
護
認
定
を
受
け
た
方
が
居

宅
（
在
宅
）
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

す
る
場
合
は
、
利
用
者
の
希
望

や
状
態
に
応
じ
た
サ
ー
ビ
ス
計

画
（
ケ
ア
プ
ラ
ン
）
を
作
成
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

《
要
支
援
１
・
２
の
方
》

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
等

が
窓
口
と
な
り
、
サ
ー
ビ
ス
計

画
を
作
成
し
ま
す
。

《
要
介
護
１
～
５
の
方
》

　

居
宅
介
護
支
援
事
業
者
を
選

び
、
そ
の
事
業
者
の
介
護
支
援

専
門
員（
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）

に
作
成
し
て
も
ら
い
ま
す
。

要支援１・２の方 要介護１～５の方
①介護予防通所介護
　（デイサービス）
②介護予防通所リハビリテーション
③介護予防訪問介護
　（ホームヘルプサービス）
④訪問入浴介護
⑤介護予防訪問リハビリテーション
⑥介護予防訪問看護
⑦介護予防居宅療養管理指導
⑧介護予防福祉用具貸与
⑨特定介護予防福祉用具販売
⑩介護予防住宅改修費支給
⑪介護予防短期入所生活介護
　（ショートステイ）
⑫介護予防短期入所療養介護
⑬介護予防特定施設入居者生活介護
⑭介護予防認知症対応型通所介護
⑮介護予防小規模多機能型居宅介護
⑯介護予防認知症対応型共同生活介護
（グループホーム）

①通所介護（デイサービス）
②通所リハビリテーション
③訪問介護
　（ホームヘルプサービス）
④訪問入浴介護
⑤訪問リハビリテーション
⑥訪問看護
⑦居宅療養管理指導
⑧福祉用具貸与
⑨特定福祉用具販売
⑩住宅改修費支給
⑪短期入所生活介護
　（ショートステイ）
⑫短期入所療養介護
⑬特定施設入所者生活介護
⑭夜間対応型訪問介護
⑮認知症対応型通所介護
⑯小規模多機能型居宅介護
⑰認知症対応型共同生活介護
　（グループホーム）
⑱地域密着型介護老人福祉施設
　入居者生活介護

　

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

す
る
に
は
、
福
祉
課
の
窓
口
で

申
請
を
し
、
介
護
認
定
を
受
け

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

①
申
請

　

本
人
ま
た
は
ご
家
族
が
、
福

祉
課（
サ
ン
ホ
ー
ル
は
ぴ
ね
す
）

の
窓
口
で「
要
介
護
認
定
申
請
」

を
行
い
ま
す
。
な
お
、
申
請
は

居
宅
介
護
支
援
事
業
者
等
に
代

行
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。

②
各
種
調
査

《
訪
問
調
査
》

　

調
査
員
が
ご
自
宅
を
訪
問
し
、

心
身
の
状
況
に
つ
い
て
、
本
人

や
家
族
か
ら
聞
き
取
り
調
査
を

行
い
ま
す
。

《
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
判
定
》

　

聞
き
取
り
調
査
の
内
容
を
も

と
に
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ

る
処
理
を
行
い
ま
す
（
１
次
判

定
）。

《
医
師
の
意
見
書
》

　

主
治
医
か
ら
、
心
身
の
状
況

に
つ
い
て
意
見
書
を
作
成
し
て

も
ら
い
ま
す
。

③
審
査

　

１
次
判
定
結
果
や
医
師
の
意

見
書
等
に
基
づ
き
、
保
健
、
医

療
、福
祉
の
専
門
家
に
よ
る「
介

護
認
定
審
査
会
」
で
審
査
を
行

い
、
要
介
護
区
分
の
決
定
を
行

い
ま
す
（
２
次
判
定
）。

④
認
定

　

審
査
で
認
め
ら
れ
る
と
、
介

護
認
定
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
認

定
を
受
け
た
要
介
護
区
分
に
応

じ
て
、
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

や
、
介
護
保
険
で
認
め
ら
れ
て

い
る
月
々
の
利
用
限
度
額
等
が

異
な
り
ま
す
。

要支援１・２の方 要介護１～５の方

※施設サービスは
　ありません

①介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）
②介護老人保健施設（老人保健施設）
③介護療養型医療施設

介
護
認
定
を
受
け
る
に
は

居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
作
成

受けられる居宅サービス一覧

受けられる施設サービス一覧

◀次のページへ続きます
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Ｑ
３
．
紙
パ
ッ
ク
飲
料
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
な
ど
に
付
い
て
い
た
、
ス
ト
ロ
ー
や
袋
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
専
用
袋
に
入
れ
て
良
い
で
す
か
？

　

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

る
た
め
の
保
険
料
は
、
所
得
等

に
応
じ
て
６
段
階
に
分
か
れ
て

い
ま
す
。

段　階 対 象 者 年額保険料

第１段階 生活保護受給者、または世帯全員が住民税非課税で、老齢福祉年金を需給している方 28,800円

第２段階 世帯全員が住民税非課税で、課税年金収入額と合計所得金額の合計額が80万円以下の方 28,800円

第３段階 世帯全員が住民税非課税で、第２段階以外の方 43,200円
第４段階 住民税課税世帯で、本人が住民税非課税の方 57,600円
第５段階 本人が住民税課税で、総所得金額が190万円未満の方 72,000円
第６段階 本人が住民税課税で、総所得金額が190万円以上の方 86,400円

※
第
２
号
被
保
険
者
は
、
国
民
健

康
保
険
や
共
済
組
合
等
、
加
入

し
て
い
る
医
療
保
険
の
保
険
料

算
定
方
法
に
基
づ
い
て
保
険
料

が
決
め
ら
れ
、
医
療
保
険
の
保

険
料
と
合
わ
せ
て
納
め
ま
す
。

　

介
護
保
険
制
度
は
、
制
度
の

開
始
か
ら
12
年
が
経
過
し
、
高

齢
者
の
介
護
を
社
会
全
体
で
支

え
る
制
度
と
し
て
、
広
く
一
般

に
定
着
し
て
き
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
保
険
給
付
費
と
そ
れ
を

支
え
る
保
険
料
が
、
介
護
保
険

事
業
計
画
（
３
年
間
）
の
見
直

し
ご
と
に
増
加
し
、
制
度
を
持

続
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
国
全
体

の
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

町
で
は
、
こ
れ
ま
で
『
高
齢

者
福
祉
計
画
及
び
介
護
保
険
事

業
計
画
』
を
策
定
し
、
住
み
慣

れ
た
地
域
で
〝
自
ら
の
選
択
に

よ
り
自
分
の
暮
ら
し
を
創
り
出

す
こ
と
〞
を
基
本
と
し
た
、
福

祉
や
保
健
・
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
、

総
合
的
か
つ
一
体
的
に
提
供
で

き
る
体
制
の
確
立
を
目
指
し
て

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
現
在
取
り
組
ん
で
い

る
第
５
期
介
護
保
険
事
業
計
画

は
、
平
成
26
年
度
を
も
っ
て
終

了
。
介
護
保
険
事
業
計
画
策
定

審
議
会
に
よ
り
見
直
し
が
行
な

わ
れ
、
平
成
27
年
度
か
ら
は
第

６
期
と
し
て
、
新
た
な
計
画
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

　

町
内
の
高
齢
者
の
多
く
は
、

介
護
を
必
要
と
し
な
い
元
気
な

人
た
ち
。
こ
れ
か
ら
も
『
生
涯

元
気
』
を
目
標
に
、
疾
病
予
防

や
介
護
予
防
等
を
行
い
、
健
康

寿
命
の
延
伸
を
図
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
さ
ら
に
、
介
護
が
必

要
に
な
っ
た
と
き
で
も
、
長
年

住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
で
き

る
よ
う
、
皆
で
支
え
て
い
く
こ

と
の
で
き
る
社
会
を
構
築
し
て

い
く
こ
と
も
必
要
で
す
。

　

今
後
も
、『
生
涯
元
気
』
の

実
現
を
目
指
す
た
め
に
、
こ
れ

ま
で
の
取
り
組
み
を
継
続
さ
せ

て
い
く
と
と
も
に
、
介
護
に
な

ら
な
い
こ
と
を
基
本
と
し
た
、

予
防
事
業
等
を
重
点
と
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

鷹
栖
町
介
護
保
険
事
業
計
画
策
定
審
議
会
委
員
の
公
募
に
つ
い
て

　

町
で
は
、
介
護
保
険
事
業
に

係
る
保
険
給
付
の
円
滑
な
実
施

を
図
る
た
め
、
介
護
保
険
事
業

計
画
を
策
定
し
て
い
ま
す
。
計

画
は
３
年
ご
と
に
見
直
し
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

見
直
し
に
あ
た
り
、
被
保
険

者
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
関
係

者
等
の
方
か
ら
意
見
を
い
た
だ

き
、
次
期
計
画
に
反
映
さ
せ
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

審
議
会
委
員
は
13
人
以
内
で

す
が
、
こ
の
内
５
人
を
被
保
険

者
の
皆
さ
ん
か
ら
の
応
募
に
よ

り
、
委
嘱
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

《
審
議
会
委
員
の
応
募
要
領
》

▼
委
員
の
仕
事

　

介
護
保
険
事
業
計
画
策
定
に

関
わ
る
、
調
査
・
審
議
等
を
行

な
い
ま
す
。

▼
応
募
要
件

　

40
歳
以
上
の
町
民
で
介
護
保

険
被
保
険
者
の
方

▼
募
集
人
数　
５
人

▼
任
期

　

平
成
26
年
度
か
ら
平
成
28
年

度
ま
で
の
３
年
間

▼
応
募
方
法

　

応
募
に
つ
い
て
は
、
福
祉
課

（
サ
ン
ホ
ー
ル
は
ぴ
ね
す
）
へ

直
接
お
越
し
に
な
る
か
、電
話
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
等
に
よ
り
、
３
月
₃₁
日

㈪
ま
で
に
福
祉
課
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
は
、
住
所
、

氏
名
、
連
絡
先
電
話
番
号
を
必

ず
ご
記
入
く
だ
さ
い
）

▼
委
嘱
方
法

①
皆
さ
ん
か
ら
の
応
募
を
も
と

に
町
長
が
委
嘱
し
ま
す
。

②
応
募
者
が
多
数
の
場
合
は
、

地
域
等
に
配
慮
し
て
選
考
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
そ
の
他

　

委
員
の
報
酬
は
、
町
条
例
に

基
づ
き
お
支
払
い
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　

福
祉
課
介
護
保
険
係

　
　

℡
87
│
２
１
１
２

　
　

℻ 

87
│
２
２
２
６

介
護
保
険
料

介
護
保
険
の
こ
れ
か
ら

第１号被保険者保険料
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Ａ
３
．
ス
ト
ロ
ー
の
入
っ
て
い
た
袋
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
専
用
袋
に
、
ス
ト
ロ
ー
は
燃
や
せ
な
い
ご
み
専
用
袋
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

村
むら

上
かみ

詩
し

織
おり

さん
（北１条３丁目・旭川実業高校２年）

　

ス
ポ
ー
ツ
分
野
で
活
躍
し
て

い
る
方
に
贈
ら
れ
る
『
鷹
栖
町

優
秀
選
手
賞
』
を
、
村
上
詩
織

さ
ん
（
旭
実
高
２
年
）
が
受
賞

し
ま
し
た
。

　

村
上
さ
ん
は
、
鷹
栖
中
３
年

時
か
ら
３
年
連
続
で
、
国
民
体

育
大
会
の
体
操
競
技
に
北
海
道

代
表
と
し
て
出
場
。
現
在
も
少

年
女
子
団
体
メ
ン
バ
ー
の
一
員

と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

全
国
大
会
に

�
 

連
続
で
出
場

　

村
上
さ
ん
は
、
小
学
校
３
年

生
か
ら
旭
川
の
体
操
ク
ラ
ブ
に

所
属
。
日
々
の
練
習
を
重
ね
、

全
国
レ
ベ
ル
の
選
手
へ
と
成
長

し
ま
し
た
。

　

１
月
15
日
に
、
宝
田
教
育
長

か
ら
記
念
盾
を
授
与
さ
れ
、
村

上
さ
ん
は
「
こ
の
よ
う
な
賞
を

も
ら
え
て
大
変
嬉
し
い
で
す
」

と
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
高
校
３
年
生
と
な

り
４
年
連
続
で
の
全
国
出
場
を

目
指
し
ま
す
。「
高
校
生
活
最

後
の
年
と
な
る
の
で
、
悔
い
の

な
い
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た
い

で
す
」
と
、
さ
ら
な
る
飛

躍
に
向
け
て
力
強
く
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

【
全
国
大
会
で
の
成
績
】

◆
第
66
回
国
民
体
育
大
会

　
（
平
成
23
年
、
山
口
県
）

　

少
年
女
子
団
体
総
合

　

第
12
位

◆
第
67
回
国
民
体
育
大
会

　
（
平
成
24
年
、
岐
阜
県
）

　

少
年
女
子
団
体
総
合

　

第
17
位

◆
第
68
回
国
民
体
育
大
会

　
（
平
成
25
年
、
東
京
都
）

　

少
年
女
子
団
体
総
合

　

第
12
位

※
全
て
の
大
会
で
北
海
道
代

表
メ
ン
バ
ー
と
し
て
出
場
。

　

第
46
回
北
海
道
中
学
校
ス
キ

ー
大
会
が
札
幌
市
で
開
催
さ
れ
、

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
個

人
種
目
に
お
い
て
、田
中
君（
鷹

栖
中
３
年
）
が
フ
リ
ー
競
技
優

勝
。
大お

お

田た

喜き

日
向
君
（
３
年
）

が
ク
ラ
シ
カ
ル
競
技
優
勝
の
快

挙
を
成
し
遂
げ
、
渡
邉
君
（
３

年
）
と
大
田
喜
日
和
さ
ん
（
１

年
）
も
上
位
入
賞
し
、
４
人
の

選
手
が
全
国
大
会
出
場
の
切
符

を
手
に
し
た
。

　

い
つ
も
感
心
す
る
の
は
、
大

会
成
績
報
告
に
来
ら
れ
た
時
や

オ
オ
カ
ミ
の
里
ク
ロ
カ
ン
大
会

で
の
湯
田
君
（
鷹
栖
小
６
年
）

の
選
手
宣
誓
で
も
『
支
え
ら
れ

て
い
る
み
ん
な
に
感
謝
し
、
最

後
ま
で
諦
め
ず
、
全
力
で
走
り

た
い
』
と
胸
を
張
る
選
手
た
ち

の
感
謝
の
気
持
ち
だ
。

　

オ
オ
カ
ミ
の
里
ク
ロ
カ
ン
大

会
は
、
今
年
で
24
回
目
を
迎
え

た
が
、
大
会
開
催
の
き
っ
か
け

は
「
選
手
の
成
績
が
伸
び
な
い

原
因
は
、
一
度
も
入
賞
し
な
い

か
ら
だ
。
入
賞
す
れ
ば
自
信
も

つ
き
、
成
長
す
る
か
も
し
れ
な

い
」
と
、
育
成
会
の
反
省
会
の

席
で
お
酒
の
勢
い
も
手
伝
い
、

是
が
非
で
も
地
元
大
会
を
開
催

し
よ
う
と
話
が
盛
り
上
が
り
、

当
時
歩
く
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
会
長

で
あ
っ
た
山
本
守
次
さ
ん
が
中

心
と
な
り
、
教
育
委
員
会
に
幾

度
も
陳
情
に
来
ら
れ
た
の
が
始

ま
り
だ
。
町
で
は
大
会
助
成
金

の
他
に
、
常
設
コ
ー
ス
整
備
の

た
め
圧
雪
車
も
購
入
。
以
後
、

大
会
開
催
の
た
び
に
選
手
の
成

績
も
向
上
。
少
年
団
監
督
に
前

川
先
生
が
就
任
さ
れ
て
か
ら
は
、

さ
ら
に
指
導
が
充
実
し
、
全
国

大
会
や
世
界
大
会
に
も
出
場
す

る
選
手
が
育
成
さ
れ
て
き
て
い

る
。

　

子
ど
も
た
ち
の
心
に
諸
先
輩

の
教
え
と
夢
が
生
き
続
け
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
道
に
つ
な
が

っ
て
い
る
こ
と
を
信
じ
、
今
日

も
ス
キ
ー
を
滑
ら
せ
る
選
手
た

ち
に
心
か
ら
声
援
を
送
り
た
い
。

冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
前
に

鷹
栖
町
優
秀
選
手
賞
受
賞



	 10H26.2 広報たかす

Ｑ
４
．
ビ
ン
の
ふ
た
を
付
け
た
ま
ま
、
空
き
ビ
ン
専
用
袋
に
入
れ
て
も
良
い
で
す
か
？

　

消
防
広
域
化
に
伴
い
平
成
26

年
４
月
１
日
よ
り
、
鷹
栖
町
内

で
固
定
電
話
・
携
帯
電
話
か
ら

１
１
９
番
通
報
し
た
場
合
、
受

付
先
が
旭
川
市
と
な
り
ま
す
。

◆
１
１
９
番
受
付
先
◆

【
３
月
31
日
ま
で
】

　

上
川
中
部
消
防
組
合
消
防
署

　

鷹
栖
支
署

【
４
月
１
日
か
ら
】

　

旭
川
総
合
防
災
セ
ン
タ
ー

　

消
防
防
災
指
令
セ
ン
タ
ー
室

（
旭
川
市
東
光
27
条
８
丁
目
）

　

住
民
の
皆
さ
ん
は
、
火
災
・

救
急
・
救
助
な
ど
の
緊
急
通
報

の
場
合
は
、
今
ま
で
と
同
じ
固

定
電
話
ま
た
は
携
帯
電
話
で『
１

１
９
』
を
ダ
イ
ヤ
ル
し
て
通
報

し
て
く
だ
さ
い
。

◆
名
称
も
変
更
に
◆

◇
上
川
中
部
消
防
組
合
消
防
署

鷹
栖
支
署

　

↓
『
旭
川
市
鷹
栖
消
防
署
』

◇
上
川
中
部
消
防
組
合
鷹
栖
消

防
団
↓
『
鷹
栖
町
消
防
団
』

◆
火
災
案
内
電
話
◆

　

鷹
栖
町
内
で
の
災
害
出
動
状

況
の
確
認
先
も
変
わ
り
ま
す
。

【
３
月
31
日
ま
で
】

　

☎
87
│

４
９
３
９

【
４
月
１
日
か
ら
】

　

☎
０
１
８
０
│

99
│

１
１
２
２

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　

上
川
中
部
消
防
組
合
消
防
署

鷹
栖
支
署　

☎
87
│
２
０
４
２

※
所
在
地
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

※
消
防
団
は
広
域
の
対
象
外
で
、

旭
川
市
と
再
編
し
ま
せ
ん
が
、

上
川
中
部
消
防
組
合
が
解
散
の

た
め
名
称
が
変
更
と
な
り
ま
す
。

※
旭
川
消
防
本
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
出
動
情
報
が
確
認
で

き
ま
す
。 上

川
中
部
消
防
組
合

１
１
９
番
通
報
の
受
付
先
が

�

４
月
１
日
か
ら
変
わ
り
ま
す

な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ト
マ
ト
ソ
ー
ス
は
、
何
度
も
試
作

を
重
ね
た
自
慢
の
逸
品
で
す
。
し
か

し
、
加
工
作
業
は
と
て
も
大
変
。
ト

マ
ト
の
皮
を
む
き
、
刻
ん
で
煮
詰
め

て
ビ
ン
に
詰
め
る
と
こ
ろ
ま
で
全
工

程
を
行
う
た
め
、
作
業
は
朝
か
ら
夕

方
ま
で
か
か
り
ま
す
。
原
料
と
な
る

ト
マ
ト
を
は
じ
め
、
に
ん
に
く
や
玉

ね
ぎ
、
バ
ジ
ル
な
ど
も
会
員
が
分
担

し
て
栽
培
し
、
鷹
栖
町
産
に
こ
だ
わ

っ
て
い
ま
す
。
オ
ク
ト
ー
バ
ー
フ
ェ

ス
タ
で
販
売
し
て
い
る
ほ
か
、
口
コ

ミ
で
の
人
気
も
ど
ん
ど
ん
広
が
っ
て

い
る
そ
う
で
す
。

　

活
動
を
楽
し
む
一
方
、
母
親
と
し

て
、ま
た
農
家
の
お
嫁
さ
ん
と
し
て
、

子
育
て
に
農
作
業
に
大
忙
し
。
そ
ん

な
中
で
の
活
動
に
、
会
長
の
高
橋
維

子
さ
ん
は
「
会
員
の
負
担
に
な
り
過

ぎ
な
い
よ
う
に
楽
し
く
、
長
く
活
動

し
て
い
き
た
い
で
す
。
会
員
も
常
に

募
集
し
て
い
ま
す
」
と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　

今
月
ご
紹
介
す
る
の
は
、
町
内
の
農

家
の
お
嫁
さ
ん
方
で
構
成
さ
れ
て
い
る
、

鷹
栖
町
女
性
農
業
サ
ー
ク
ル
『
デ
メ
テ

ル
』
の
皆
さ
ん
で
す
。

　

デ
メ
テ
ル
は
平
成
18
年
８
月
に
設
立
。

ギ
リ
シ
ア
神
話
に
登
場
す
る
五ご

穀こ
く

豊ほ
う

穣じ
ょ
う

の
女
神
が
グ
ル
ー
プ
名
の
由
来
と
な
っ

て
い
ま
す
。
設
立
以
前
も
、
女
性
農
業

者
を
対
象
と
し
た
交
流
の
場
は
年
に
数

回
あ
り
ま
し
た
が
、
当
時
の
上
川
農
業

改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
の
職
員
か
ら
「
せ

っ
か
く
な
ら
グ
ル
ー
プ
を
作
っ
て
み
て

は
」
と
の
助
言
も
あ
り
、
設
立
に
い
た

り
ま
し
た
。

　

当
初
は
会
員
同
士
の
交
流
を
深
め
る

こ
と
が
目
的
で
し
た
が
、
活
動
の
幅
を

広
げ
て
い
き
た
い
と
、
ト
マ
ト
ソ
ー
ス

作
り
や
フ
リ
ー
ズ
ド
ラ
イ
加
工
、
会
員

の
家
族
を
交
え
て
の
交
流
会
な
ど
、様
々

2月…農家のお嫁さんで結成『デメテル』

このコーナーでは、お米や畜産など、鷹栖で生産されている
農作物や農業の取り組みについて紹介していきます。

※トマトソースの購入や
会員募集についての問
い合わせは農業委員会
（☎87−2111）まで。
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Ａ
４
．
ふ
た
は
、
金
属
製
の
も
の
は
燃
や
せ
な
い
ご
み
専
用
袋
に
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
も
の
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
専
用
袋
に
入
れ
、
ビ
ン
の
み
を
空
き
ビ
ン
専
用
袋
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

鷹
栖
町
出
身
の
松
下
元
気
さ
ん

３
月
に
念
願
の
Ｃ
Ｄ
全
国
発
売
決
定

　

鷹
栖
町
出
身
の
松
下
元
気
さ

ん
が
ボ
ー
カ
ル
を
務
め
る
バ
ン

ド
『the sheep

（
ザ
・
シ
ー

プ
）』
が
、
３
月
19
日
に
念
願

で
あ
っ
た
全
国
デ
ビ
ュ
ー
を
果

た
し
ま
す
。

　

the sheep

は
一
昨
年
の

『
au
オ
キ
ナ
ワ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
１
２
』
で
見

事
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
。
そ
の

特
典
と
し
て
、
亀
田
誠
二
氏
プ

ロ
デ
ュ
ー
ス
に
よ
る
楽
曲
制
作

が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

the sheep

は
沖
縄
県
を
拠

点
に
音
楽
活
動
を

展
開
し
、
昨
年
12

月
に
は
沖
縄
県
限

定
で
の
シ
ン
グ
ル

Ｃ
Ｄ
を
発
売
。
そ

し
て
、
３
月
19
日

に
フ
ァ
ー
ス
ト
ア

ル
バ
ム
の
全
国
発

売
で
デ
ビ
ュ
ー
が

決
定
し
ま
し
た
。

　

１
月
12
日
に
行

わ
れ
た
『
鷹
栖
町

は
た
ち
の
つ
ど
い
』

で
は
、
記
念
講
演
の
ゲ
ス
ト
と

し
て
招
か
れ
、
ス
テ
ー
ジ
上
で

数
曲
を
披
露
。
ま
た
、
デ
ビ
ュ

ー
に
至
る
ま
で
の
努
力
や
苦
労

を
、
新
成
人
に
向
け
て
語
っ
て

い
ま
し
た
。

　

デ
ビ
ュ
ー
の
決
定
に
あ
た
り

松
下
さ
ん
は
「
Ｃ
Ｄ
を
全
国
で

発
売
す
る
の
が
夢
だ
っ
た
の
で
、

本
当
に
嬉
し
い
で
す
。
で
す
が
、

こ
こ
か
ら
が
新
た
な
ス
タ
ー
ト

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
喜
び

の
声
を
聞
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

はたちのつどいで演奏する松下さん

　鷹栖町の皆さん、ハッピーニューイヤー!! 
　年が明けた１月４日から、小学生国内交流事業で、
長崎県松浦市からの訪問団が鷹栖町を訪れていました。
鷹栖町と松浦市が特別な関係にある事は、私にとって
も運命を感じるくらいに嬉しい事で、今回はその不思
議な縁について書きたいと思います。
　私は鷹栖町に来る前の５年間はゴールドコーストに
住んでいましたが、生まれ育ったのはゴールドコース
トから北に1000㎞、ケアンズから南に800㎞程のとこ
ろにあるマッカイ市です。マッカイ市と松浦市は、
1989年に姉妹都市提携を結んでいます。年に１回の学
生間交換交流、２年に１回の市民訪問団交流と、両市
の交流はとても積極的です。主に、異文化の体験が目
的となっていますが、両市が関係を結ぶ発端となった
のは〝石炭〟でした。松浦市は、火力発電所で使う石
炭をマッカイ市から輸入しているのです。
　私が17歳の時、交換留学生に選ばれ１年間松浦市で
お世話になりました。留学中は、日本人家族と生活し
ながら地域に溶け込もうと様々な事でベストを尽くし、
地元の高校に通い、部活動にも参加しました。交換留
学生としての経験が、その後の『何事もあきらめない
で成し遂げる自分』をつくってくれたと思っています。

例えば、帰国後高校に戻ってからは、以前より勉学に
励む事ができ、大学で法律を学ぶよう勧められる程ま
で成績が上がりました。また、スノーボードに情熱を
注ぎ、アメリカに渡り活動するという行動力、さらに
はいつの日か日本に戻って来たいという日本に対する
情熱も私の中に備わりました。
　松浦市と鷹栖町の関係に私がどれだけ驚き、喜んだ
かが皆さんに伝わったでしょうか。今年の訪問団を受
入れるうえでさらに嬉しかったのは、引率で来町した
松浦市役所職員の橋本淳子さん（写真左）。松浦市へ
留学したとき、高校生だった私を常にサポートし、松
浦での時間を素晴らしいものにしてくれた女性です。
おかしなくらい不思議な不思議な偶然の一致、結び付
き、〝縁〟でもたらされた鷹栖町での再会を心から楽
しみました。
　今回鷹栖町を訪れた子どもたちとは、一緒に雪中遊
びをする時間もあり、すごく楽しかったです。滞在中
の彼らの素晴らしい笑顔、お別れの時に流した涙がこ
の事業の成果なんだと思います。
　このような交流事業での経験は、広いと感じている
世界が、自分が思っているより小さいものだと感じる
きっかけになるのだと実感しました。

国際交流アシスタント
エリザベス・ウォールさん
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１
月
18
日
、
町
商
工
会

青
年
部
主
催
の
『
町
民
大

新
年
会
』
が
、
鷹
栖
地
区

住
民
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
年
で
２
回
目
を
迎
え

た
新
年
会
。
会
場
は
多
く

の
お
客
さ
ん
で
埋
め
尽
く

さ
れ
、
現
金
つ
か
み
取
り
が
当

た
る
抽
選
会
や
音
楽
ラ
イ
ブ
な

ど
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
催
し
を

存
分
に
楽
し
み
ま
し
た
。
町
内

業
者
の
自
慢
の
料
理
も
た
く
さ

ん
振
舞
わ
れ
、
楽
し
い
ひ
と
時

を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

Ｑ
５
．
パ
ン
の
袋
や
プ
リ
ン
の
容
器
な
ど
、
プ
ラ
マ
ー
ク
の
付
い
た
も
の
を
コ
ン
ビ
ニ
の
レ
ジ
袋
に
ひ
と
ま
と
め
に
し
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
専
用
袋
に
入
れ
て
出
し
て
も
良
い
で
す
か
？

このコーナーでは各行事の紹介とともに、広報担当者が
取材を通じて感じたことを掲載します。

   鷹栖町 検索

鷹栖町HPにも「トピックス」を掲載しています。

まちづくりへ多大な寄付人生の新たな一歩
　

㈲
ビ
ジ
ネ
ス
フ
ァ
ー
ム
会
長

の

野
耕
一
郎
さ
ん（
77
）か
ら
、

鷹
栖
町
ま
ち
づ
く
り
応
援
基
金

に
１
０
０
万
円
の
寄
付
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

野
さ
ん
は
、
日
本
赤
十
字

社
の
活
動
資
金
に
対
し
て
も
、

５
年
連
続
で
高
額
寄
付
を
行
う

な
ど
寄
与
。
今
回
は
、
町
の
未

来
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
に
役

立
て
て
も
ら
え
た
ら
と
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
多
額
の
寄
付
を
い
た

だ
い
た
感
謝
の
意
を
込
め
、
町

か
ら

野
さ
ん
に
感
謝
状
を
贈

呈
（
写
真
）。
12
月
25
日
に
贈

呈
式
が
行
わ
れ
「
こ
の
よ
う
な

立
派
な
も
の
を
い
た
だ
き
あ
り

が
た
い
」
と
笑
顔
で
話
し
て
い

ま
し
た
。

　

冬
休
み
を
過
ご
す
小
学

生
に
学
習
す
る
楽
し
み
を

知
り
、
習
慣
を
身
に
つ
け

て
も
ら
お
う
と
、
地
域
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る『
き

た
の
de
寺
子
屋
』
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
今
回
が

初
め
て
の
試
み
。
全
４
日
間
の

日
程
で
地
域
交
流
ス
ペ
ー
ス「
ふ

れ
あ
い
茶
ろ
ん
て
く
て
く
」
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の

多
く
が
元
教
員
で
、
分
か
り
や

す
く
丁
寧
に
指
導
。
休
憩
時
間

に
は
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
も
一
緒
に
行

い
、
親
睦
を
深
め
な
が
ら
楽
し

く
学
習
し
ま
し
た
。

　

１
月
12
日
、
平
成
26
年
『
鷹

栖
町
は
た
ち
の
つ
ど
い
』
が
、

た
か
す
メ
ロ
デ
ィ
ー
ホ
ー
ル
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
鷹
栖
町
で

は
今
年
、
61
人
が
成
人
を
迎
え

ま
し
た
。

　

記
念
式
典
で
は
、
は
た
ち
の

つ
ど
い
実
行
委
員
長
の
髙
橋
謙
斗
さ

ん
が
、
成
人
を
迎
え
て
の
今
後
の
決

意
を
語
り
ま
し
た
。
記
念
事
業
と
し

て
、
鷹
栖
町
出
身
で
バ
ン
ド
『the 

sheep

』
の
ボ
ー
カ
ル
を
務
め
る
松

下
元
気
さ
ん
に
よ
る
、
講
演
・
ラ
イ

ブ
も
行
わ
れ
、
会
場
は
盛
り
上
が
り

を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

〝大〟新年会、盛大に！ 学習の楽しさを知る
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Ａ
５
．
袋
が
二
重
に
な
っ
て
い
る
と
、
選
別
に
時
間
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
レ
ジ
袋
に
は
入
れ
ず
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
専
用
袋
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

青空のもと雪原を疾走
　

１
月
19
日
、
セ
ン
ト
旭
川
ゴ

ル
フ
倶
楽
部
特
設
コ
ー
ス
に
て

『
第
24
回
た
か
す
オ
オ
カ
ミ
の

里
北
野
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
大

会
』
が
開
催
さ
れ
、
道
内
各
地

か
ら
２
０
０
人
を
超
え
る
選
手

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
選
手
を
代
表

し
て
鷹
栖
北
野
ク
ロ
ス
カ
ン
ト

リ
ー
少
年
団
の
湯
田
航
平
選
手

が
「
支
え
て
く
れ
て
い
る
人
た

ち
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
も
っ

て
、
最
後
ま
で
あ
き
ら
め
ず
に

走
り
ぬ
き
ま
す
」
と
宣
誓
。
健

闘
を
誓
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
青
空
広
が
る
絶

好
の
ク
ロ
カ
ン
日
和
。
個
人
の

部
と
継
走
の
部
が
行
わ
れ
、
選

手
た
ち
は
日
ご
ろ
の
練
習
の
成

果
を
十
分
に
発
揮
し
ま
し
た
。

　

町
内
で
は
、

子
ど
も
た
ち

が
安
全
に
そ
り
滑
り
や
ス
キ
ー

を
楽
し
め
る
よ
う
、
堆
積
し
た

雪
を
重
機
で
ゆ
る
や
か
に
整
備

し
、
雪
山
を
作
っ
て
い
ま
す
。

誰
も
が
気
軽
に
楽
し
め
る
よ
う

に
と
、
チ
ュ
ー
ブ
を
備
え
付
け

て
有
り
、
も
ち
ろ
ん
利
用
料
は

か
か
り
ま
せ
ん
。

　

雪
山
が
あ
る
の
は
、
町
民
グ

ラ
ン
ド
内
と
北
野
地
区
住
民
セ

ン
タ
ー
駐
車
場
の
２
カ
所
。
昨

年
ま
で
は
町
民
球
場
駐
車
場
に

あ
り
ま
し
た
が
、
舗
装
の
完
了

に
伴
い
、
今
年
か
ら
は
よ
り
広

い
場
で
遊
べ
る
よ
う
に
と
町
民

グ
ラ
ン
ド
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

雪
山
で
遊
ぶ
楽
し
さ
は
、
実

際
に
体
験
し
て
み
な
い
と
伝
え

ら
れ
な
い
！
と
い
う
こ
と
で
、

正
式
オ
ー
プ
ン
の
少
し
前
に
、

広
報
担
当
の
山
本
と
福
森
が
、

雪
山
で
体
を
張
っ
た
取
材
を
し

て
き
ま
し
た
。

雪
遊
び
が
楽
し
め
る
！
巨
大
雪
山
を
体
験
せ
よ
！

　
今
年
に
入
り
、
雪
が
降
る
日
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
町
内
に
は
冬
な
ら
で
は
の

チ
ュ
ー
ブ
滑
り
が
楽
し
め
る
巨
大
な
雪
山
が
あ
り
ま
す
。
今
回
は
、
実
際
に
雪
山

に
行
き
、
そ
の
楽
し
さ
を
味
わ
っ
て
き
ま
し
た
！

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
皆
さ
ん
か

ら
の
調
査
依
頼
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◆
Ｆ
Ａ
Ｘ　

87
│
２
１
９
６

◆
Ｅ
メ
ー
ル

kikaku@
tow

n.takasu.hokk
aido.jp

【
タ
カ
調
担
当
】

　

総
務
企
画
課
企
画
広
報
係

　

雪
山
は
け
っ
こ
う
高
さ
が
あ

り
、
滑
り
応
え
が
あ
り
そ
う
！

　

勢
い
を
つ
け
て
、
チ
ュ
ー
ブ

で
滑
り
出
し
ま
す
！

シュュュュ
ュウ！

　

見
て
く
だ
さ
い
、
こ
の
福
森

の
楽
し
そ
う
な
顔
を
！
大
人
２

人
で
行
っ
て
も
、
童
心
に
か
え

っ
て
楽
し
め
る
、
素
晴
ら
し
い

遊
び
場
で
す
。

　

そ
し
て
、
今
回
体
験
し
た
様

子
は
、
鷹
栖
町
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ

チ
ャ
ン
ネ
ル
で
動
画
で
も
配
信

し
て
い
ま
す
。
よ
り
楽
し
さ
が

伝
わ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
動
画
で
は
、

な
ん
と
あ
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
が
チ
ュ
ー
ブ
滑
り
に

挑
戦
し
た
様
子
も
…
。

※
町
民
グ
ラ
ン
ド
を
利
用
さ
れ
る
方
は
、

入
口
に
駐
車
場
の
案
内
が
あ
り
ま
す

で
、
駐
車
場
所
を
守
っ
て
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
な
お
、
入
口
は
住
宅
地
側

（
憩
い
の
広
場
側
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

町
自
立
支
援
協
議
会
が

主
催
の
『
第
４
回
障
が
い

福
祉
と
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ

ー
ラ
ム
』
が
、１
月
26
日
、

北
野
地
区
住
民
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
将
来
を
み
す
え
た
子

育
て
応
援
ツ
ー
ル
に
つ
い

て
」
の
テ
ー
マ
の
も
と
、
町
の

制
度
の
現
状
や
、
グ
ル
ー
プ
別

の
座
談
会
を
実
施
。
町
内
の
学

校
関
係
者
や
福
祉
関
係
者
、
一

般
町
民
ら
約
45
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
別
の
座
談
会
で
は
、

職
種
や
立
場
の
違
う
人
た
ち
と

意
見
を
交
わ
す
機
会
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
活
発
な
意
見
交
換

を
重
ね
て
い
ま
し
た
。

障がい福祉を考える
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一般（家庭） 事業所

し尿処理手数料
（改定後）
１ℓあたり

8.0円
（※補助前10.1円） 19.5円

ご
み
分
別
に
関
す
る
疑
問
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
下
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。︻
町
民
課
環
境
衛
生
係
︼
☎
87
│

２
１
１
１　
Ｅ
メ
ー
ル
︻tyoum

in@
tow
n.takasu.hokkaido.jp

︼

燃
や
せ
な
い
ご
み
を
減
量
し
よ
う!

こ
の
ま
ま
で
は
「
ダ
メ
」

６
月
か
ら
燃
や
せ
な
い
ご
み
の

 
収
集
回
数
が
減
り
ま
す

１
世
帯
１
カ
月
１
袋

 

で
ご
み
半
減

「
燃
や
せ
な
い
ご
み
」

（
埋
立
ご
み
）を
減
ら
そ
う

１
週
間
で
出
す
黄
色
の
ご
み
袋

は
ど
の
ぐ
ら
い
あ
り
ま
す
か

　

現
在
、「
燃
や
せ
な
い
ご
み
」

の
収
集
は
、
基
本
的
に
週
１
回

行
っ
て
い
ま
す
が
、
町
の
ご
み

減
量
化
の
一
環
と
し
て
、
今
年

６
月
か
ら
収
集
日
を
原
則
と
し

て
隔
週
に
変
更
し
ま
す
。
皆
さ

ん
に
配
布
し
て
い
る
町
民
カ
レ

ン
ダ
ー
で
ご
み
出
し
の
日
を
確

認
し
て
、
指
定
さ
れ
た
日
に
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
燃
や
せ
な
い
ご
み
」
の
増

加
に
よ
り
、
埋
立
地
の
容
量
が

急
激
に
減
っ
て
い
る
の
が
現
状

で
す
。
今
後
、
ご
み
自
体
の
重

さ
や
作
業
機
械
で
の
締
め
固
め

に
よ
り
、
あ
る
程
度
埋
立
容
量

は
増
え
る
と
想
定
さ
れ
ま
す
が
、

燃
や
せ
な
い
ご
み
の
削
減
が
急

務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
４
月
か
ら
９
月
ま
で
の

間
で
家
庭
か
ら
出
た
「
燃
や
せ

な
い
ご
み
」
の
量
は
、
１
６
６

ｔ
。
１
人
当
た
り
１
週
間
で
換

算
す
る
と
、
約
０
・
９
㎏
に
な

り
ま
す
。

　
「
燃
や
せ
な
い
ご
み
」
の
袋

の
中
に
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容

器
や
飲
料
ビ
ン
、
衣
類
や
紙
類

（
刃
物
な
ど
を
包
ん
だ
も
の
を

除
く
）
な
ど
、
本
来
埋
立
を
想

定
し
て
い
な
い
も
の
が
多
く
混

入
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
燃
や
せ
な
い
ご
み
」
を
な

る
べ
く
出
さ
な
い
よ
う
、
次
の

こ
と
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

①
ご
み
に
な
り
そ
う
な
も
の
は

買
わ
な
い
︒

②
使
え
る
も
の
は
長
く
使
っ
た

り
︑
必
要
な
人
に
譲
っ
た
り

す
る
︒

③
他
の
資
源
と
し
て
分
別
で
き

る
も
の
は
き
ち
ん
と
分
別
し

て
捨
て
る
︒

④
ご
み
袋
に
は
な
る
べ
く
隙
間

が
な
い
よ
う
に
詰
め
る
︒

　

燃
や
せ
な
い
ご
み
は
１
カ
月

１
袋
を
目
標
に
、
ご
み
減
量
に

挑
戦
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

稼働中の埋立地

プラ容器や衣類の混入が目立ちます

し
尿
処
理
手
数
料
が
改
定
さ
れ
ま
す

　

近
年
の
し
尿
収
集
量
の
減
少

に
よ
る
、
作
業
効
率
の
悪
化
や

燃
料
費
の
高
騰
な
ど
よ
り
、
現

在
の
料
金
で
は
収
集
事
業
の
継

続
が
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

町
が
公
共
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、

今
後
も
安
定
的
に
し
尿
収
集
を

行
う
た
め
に
、今
年
４
月
か
ら
、

し
尿
汲
み
取
り
に
か
か
る
手
数

料
を
次
の
と
お
り
改
定
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。※一般（家庭）のし尿の収集にかかる費用はこれまで全額個人

負担としていましたが、平成26年４月以降は町も収集にかか
る一部費用を補助した金額になっています。（家庭のし尿処
理費用は従来どおり町が全額負担）

　

こ
れ
に
伴
い
、
収
入
証
紙
の

額
面
は
次
の
と
お
り
に
変
更
さ

れ
ま
す
。

区　分 収集量（ℓ） 証紙額面（円）

一般（家庭）
� 50 � �400
100 � �800
250 2‚000

事　業　所
� 50 � �975
100 1‚950
250 4‚875

　

収
集
月
の
変
更
や
仮
設
ト
イ

レ
か
ら
の
収
集
は
、
あ
ら
か
じ

め
余
裕
を
持
っ
て
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
担
当

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
を
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　

町
民
課
環
境
衛
生
係

　
　

☎
87
─
２
１
１
１
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《
次
代
の
ふ
る
さ
と
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
活
動
》

宮
島
幸
太
郎
様
、
松
本　

英
晃
様

吉
田　

守
利
様
、
大
塚　

康
生
様

黒
川　

浩
一
様
、
福
尾　

裕
介
様

堀　
　

親
宏
様
、
宮
崎　
　

寛
様

田
中　
　

豊
様
、
新
倉　
　

明
様

北
村　

昌
英
様
、
伴
野　

富
男
様

井
本　

智
志
様
、
藤
田　

浩
之
様

束
村　

信
江
様
、
麻
生　

耕
司
様

末
石
麻
紀
子
様
、
末
石　

博
邦
様

末
石　

泰
子
様
、
片
岡　
　

均
様

片
岡
八
千
代
様
、
片
桐　

規
雄
様

臼
井　
　

哲
様
、
林　
　

恭
弘
様

関　
　
　

仁
様
、
影
山　

伸
幸
様

嵐　
　

信
弘
様
、
深
川　

二
朗
様

吉
野　

雅
山
様
、
仲
川　
　

浩
様

上
田　

博
正
様
、
片
桐
喜
代
美
様

鈴
木　

祥
仁
様
、
田
中　

清
之
様

芝
崎　

義
夫
様
、
三
井
紀
美
子
様

星
野　
　

稔
様
、
大
川　

正
人
様

倉
林　

倫
生
様
、
篠
原　

洋
平
様

後
藤　

直
大
様
、
佐
藤　

孝
徳
様

須
藤　

明
洋
様
、
合
田　
　

司
様

稲
葉　

明
生
様
、
渡
辺　

浩
志
様

今
吉　
　

健
様
、
小
宮　
　

健
様

加
賀　

紀
幸
様�

匿
名
２
６
８
件

《
ふ
る
さ
と
の
自
然
や
環
境
を
守
る
活
動
》

笠
本　

雅
己
様
、
萬
年　

繁
樹
様

梶
沼　

孝
行
様
、
草
野　

誠
二
様

伊
藤　

祥
三
様
、
藤
原　

早
苗
様

小
林　
　

進
様
、
副
島　

渉
兵
様

鯨
井　

一
男
様
、
庄
司　

芳
紀
様

ふ
る
さ
と�

ま
ち
づ
く
り
応
援
基
金
へ

（
平
成
25
年
12
月
１
日
～
31
日
採
納
分
）

※
詳
し
く
は
鷹
栖
町
Ｈ
Ｐ
に
て
、
寄
附

者
の
同
意
を
い
た
だ
い
た
項
目
を
公

表
し
て
い
ま
す
。

高
橋　

和
稔
様
、
林　
　

明
宏
様

赤
星　
　

学
様
、
種
市　

正
貴
様

前
野　

和
敬
様
、
宮
田　

貴
志
様

平
山　

幸
生
様
、
鈴
木　
　

健
様

末
廣　
　

等
様
、
白
木　

崇
裕
様

新
村　

晋
悟
様
、
後
藤　

晃
彦
様

八
代　

峰
樹
様
、
田
辺　

真
理
様

齊
藤　
　

寛
様
、
工
藤　

直
子
様

加
藤　

竜
太
様
、
染
谷　

達
巳
様

片
岡　

大
一
様
、
西　
　

暢
子
様

田
中　

英
夫
様
、
武
馬　

宏
治
様

島
袋　
　

浩
様
、
亀
山　

祐
之
様

�

匿
名
２
０
０
件

《
心
豊
か
な
ふ
る
さ
と
の
人
々
を
育
む
活
動
》

佐
古　

達
彦
様
、
請
井　

美
里
様

�

匿
名
11
件

《
ふ
る
さ
と
を
築
い
た 

高
齢
者
の
福
祉
活
動
》

久
嶋　

房
子
様
、
奥
井　

伸
雄
様

今
村　
　

大
様
、
稲
垣　

秀
雄
様

小
屋
百
合
子
様
、
大
下　

文
香
様

熊
谷
亜
紀
子
様�

匿
名
36
件

《
そ
の
他
町
長
が
必
要
と
認
め
る
事
業
》

寺
内　

克
敏
様
、
梶
原
八
洲
夫
様

山
本
祐
三
郎
様
、
伊
藤　
　

孝
様

中
野　

順
子
様
、
渡
辺　
　

寧
様

田
端　

欣
裕
様
、
柏
倉　

俊
示
様

藤
原　

一
峰
様
、
藤
原　

広
宗
様

外
崎　

満
穂
様
、
大
原　

智
弓
様

川
下　

明
彦
様
、
河
田　
　

理
様

小
玉　

俊
仁
様
、
斉
藤　

一
生
様

横
山
健
太
郎
様
、
吉
岡　
　

乃
様

日
下
部
慶
子
様
、
津
田　

勝
成
様

加
藤
三
千
尋
様
、
生
駒　

哲
昭
様

榎
本　
　

充
様
、
諸
沢　
　

誠
様

安
立　

隆
彦
様
、
田
中　

万
裕
様

林　
　

孝
男
様
、
黒
田　

文
夫
様

永
井　

敬
裕
様
、
奥
居　

正
道
様

向
井　

一
峰
様
、
松
芳　

基
広
様

神
田　
　

実
様
、
永
田　

幸
彦
様

玉
村　

英
丸
様
、
鈴
木　

善
宏
様

小
栗　

豊
彦
様
、
松
田　

恭
治
様

平
木　

幹
泰
様
、
佐
野　

秀
光
様

牛
久
保
重
智
様
、
高
橋　
　

哲
様

須
藤　

雅
則
様
、
秋
山　

泰
男
様

岩
城　

清
子
様
、
城　

健
太
郎
様

呉
屋　

英
明
様
、
小
山　

正
和
様

河
田　

安
彦
様
、
村
山　

元
英
様

前
田　

浩
志
様
、
河
村　

晋
平
様

中
川　

聡
博
様
、
西　
　

睦
正
様

猪
原　

英
次
様
、
富
田　
　

智
様　

�

匿
名
２
５
８
件

《
複
数
の
事
業
に
対
し
て
》

中
易　

武
雄
様
、
望
月　

四
郎
様

黒
田　

和
雄
様
、
藤
井　

和
子
様

伊
藤　
　

慎
様
、
王　
　
　

娜
様

早
川　

恵
子
様
、
澤
池　

大
志
様

和
田　

英
樹
様
、
藤
井　

恒
夫
様

水
原　

建
ニ
様
、
山
本　
　

哲
様

林　

美
津
夫
様
、
村
上　

淳
一
様

藤
平　
　

敏
様
、
門
谷　

政
智
様

川
島　

昇
三
様
、
千
葉　

裕
司
様

宮
井　

元
寿
様
、
西
井　

伸
樹
様

髙
島　
　

薫
様
、
藤
田　
　

薫
様

藤
井　

隆
弘
様
、
石
井　

優
子
様

松
澤　

邦
幸
様�

匿
名
87
件

な
な
か
ま
ど
大
学
生
・

大
学
院
生
を
募
集
し
ま
す

　

教
育
委
員
会
で
は
、
今
年
度

よ
り
「
老
人
大
学
」
を
『
な
な

か
ま
ど
大
学
』
に
名
称
を
新
た

に
し
、
高
齢
者
の
交
流
・
学
習

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

新
年
度
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

次
の
と
お
り
大
学
生
・
大
学
院

生
を
募
集
し
ま
す
。

　

生
き
が
い
と
活
気
に
満
ち
た

人
生
を
過
ご
す
た
め
に
、『
な

な
か
ま
ど
大
学
』
に
入
学
し
、

仲
間
づ
く
り
を
通
し
て
、
こ
れ

か
ら
の
生
活
を
よ
り
豊
か
に
し

ま
せ
ん
か
。

　

平
成
26
年
度
女
性
サ
ロ
ン
ス

ク
ー
ル
生
を
募
集
し
ま
す
。

　

仲
間
と
と
も
に
、
学
び
の
場

を
通
じ
て
親
睦
を
深
め
、
自
分

を
輝
か
せ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
対
　
象

　

町
内
に
在
住
す
る
女
性

　
（
65
歳
以
下
）

▼
内
　
容

　

講
義
、
実
技
（
絵
手
紙
、
料

理
、
手
芸
、
陶
芸
、
軽
ス
ポ
ー

ツ
な
ど
）、
視
察
研
修
旅
行

《
申
し
込
み
方
法
（
共
通
）》

　

各
地
区
住
民
セ
ン
タ
ー
、
ま
た
は
教
育
委
員
会
に
置
い
て
あ
る

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
３
月
14
日
㈮
ま
で
に
、
教
育

委
員
会
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】
教
育
課
社
会
教
育
係　

☎
87
─
２
０
２
８

◆
な
な
か
ま
ど
大
学
院
生
の
募
集

▼
対
　
象

　

な
な
か
ま
ど
大
学
・
大
学
院

卒
業
生
（
大
学
卒
業
生
優
先
）

▼
内
　
容

　

大
学
と
準
じ
た
内
容
で
、
年

間
20
回
程
度
。
そ
の
他
、
大
学

院
課
題
学
習
、
自
主
研
修
旅
行

な
ど

◆
な
な
か
ま
ど
大
学
生
の
募
集

▼
対
　
象　
60
歳
以
上
の
町
民

▼
内
　
容

　

講
義
、
実
技
、
特
別
活
動
な

ど
年
間
20
回
程
度
。
そ
の
他
修

学
旅
行
、
社
会
見
学
、
宿
泊
研

修
、
ク
ラ
ブ
活
動
な
ど

女
性
サ
ロ
ン
ス
ク
ー
ル
の

�

受
講
生
を
募
集
し
ま
す

今月のお知らせ
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今月のお知らせ

旭
川
中
税
務
署

確
定
申
告
は
お
早
め
に
！

　

平
成
25
年
分
の
所
得
税
お
よ

び
復
興
特
別
所
得
税
（
住
民
税

お
よ
び
個
人
事
業
税
）
の
確
定

申
告
の
受
付
が
２
月
17
日
㈪
か

ら
始
ま
り
ま
す
。

　

所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所

得
税
の
確
定
申
告
の
期
限
は
３

月
17
日
㈪
、
消
費
税
お
よ
び
地

方
消
費
税
（
個
人
事
業
者
）
の

確
定
申
告
の
期
限
は
３
月
31
日

㈪
で
す
。

　

確
定
申
告
書
は
「
前
年
の
申

告
書
控
え
」
や
「
確
定
申
告
の

手
引
き
」
を
参
考
に
ご
自
分
で

作
成
し
、
郵
送
や
電
子
申
告
な

ど
で
お
早
め
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
確
定
申
告
書
は
、
国

税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定

申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で

簡
単
に
作
成
で
き
ま
す
の
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、
平
成

26
年
１
月
か
ら
、
営
業
等
の
事

業
所
得
や
不
動
産
所
得
の
あ
る

す
べ
て
の
方
が
、
記
帳
・
帳
簿

等
保
存
制
度
の
対
象
と
な
り
ま

す
。
新
た
に
記
帳
を
行
う
方
、

記
帳
の
仕
方
が
分
か
ら
な
い
方

は
、
旭
川
中
税
務
署
へ
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

【
会
場
お
よ
び
設
置
期
間
】

○
旭
川
北
洋
ビ
ル
９
階

　
（
旭
川
市
４
条
通
９
丁
目
）

　

２
月
３
日
㈪
〜

          

３
月
17
日
㈪

※
駐
車
場
（
有
料
）
お
よ
び
会

場
周
辺
は
大
変
混
雑
し
ま
す

の
で
、
公
共
の
交
通
機
関
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
役
場
１
階
会
議
室

　

２
月
17
日
㈪
〜

　
　
　
　
　

３
月
17
日
㈪

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

【
申
告
相
談
】

午
前
９
時
〜
午
後
５
時　
（
受

付
時
間
：
午
後
４
時
ま
で
）

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　

旭
川
中
税
務
署

　
　

☎
90
│
１
４
５
１

　

役
場
税
務
課
税
務
係

　
　

☎
87
│
２
１
１
１

町
民
課
医
療
年
金
係

所
得
税(

町
民
税)

の
控
除

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付

し
た
全
額
が
所
得
税
・
町
民
税

等
の
「
社
会
保
険
料
控
除
」
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

　

所
得
税
（
町
道
民
税
）
の
確

定
申
告
の
際
は
、
納
付
し
た
国

民
年
金
保
険
料
を
証
明
す
る
書

類
（
国
民
年
金
保
険
料
控
除
証

明
書
お
よ
び
領
収
書
）
の
添
付

が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
医
療
費
控
除
の
確
定

申
告
に
は
、
医
療
機
関
等
の
領

収
書
原
本
が
必
要
で
す
。
高
額

療
養
費
の
申
請
の
際
に
も
領
収

書
を
確
認
し
ま
す
の
で
、
先
に

確
定
申
告
を
行
う
と
、
手
続
が

煩
雑
に
な
り
ま
す
。
医
療
費
控

除
の
確
定
申
告
の
前
に
、
高
額

療
養
費
の
申
請
を
済
ま
せ
ま
し

ょ
う
。

旭
川
中
税
務
署

国
外
財
産
調
書

制
度
に
つ
い
て

　

居
住
者
の
方
で
、
そ
の
年
の

12
月
31
日
に
お
い
て
、
５
，
０

０
０
万
円
を
超
え
る
国
外
財
産

を
有
す
る
方
は
、
翌
年
の
３
月

15
日
ま
で
に
、
そ
の
国
外
財
産

の
種
類
、
数
量
お
よ
び
価
格
等

を
記
載
し
た「
国
外
財
産
調
書
」

を
税
務
署
へ
提
出
す
る
こ
と
が

新
た
に
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー

みんな 献血で あったかす
　次のとおり献血車が巡回しますので、
一人でも多くの方の献血をお願いします。
▶実施日　２月17日㈪
▶場所・時間　

▷大雪の園前
　午前９時30分～10時10分
▷くらしの店たかす駐車場
　午前10時30分～11時50分
▷サンホールはぴねす前
　午後０時50分～１時30分
▷鷹栖町役場前
　午後１時40分～３時
▷エーコープ北野前
　午後３時20分～４時30分

【お問い合わせ】
　生涯元気課生涯元気係 ☎87-2112

　多くの生活習慣病はいきなりは発症しません。必ず、その前
に予兆が現れています。それを調べるのが健診です。
　前年の健診結果が「異常なし」でも毎年受けることで、生活
習慣病につながる項目に異変があるのか、また少しずつ数値が
悪化しているのかなど現在の体の状態がわかります。
　そして、病気になる前に、今までより体を動かすようにした
り、食生活を改善したり、場合によっては薬で体調を整えるこ
とで、病気にならないようにすることができるのです。
　また、健診や保健指導には時間や費用がかかるからと、敬遠

される方もいるかもしれません。
しかし、気づかないうちに病気が
進行していたら、健診にかかる何
倍もの時間や費用が必要となります。
　毎日を生き生きと過ごすために、
年に一度は体の健康状態を把握し
ましょう。　　
【町民課医療年金係】

献血にご協力ください 健診を毎年受けていますか?
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を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

生
涯
元
気
課
保
健
推
進
係

複
十
字
シ
ー
ル
募
金

　

複
十
字
募
金
は
、
全
国
の
結

核
や
肺
が
ん
な
ど
の
病
気
を
予

防
す
る
事
業
（
結
核
予
防
の
普

及
啓
発
事
業
、
胸
部
検
診
の
機

器
整
備
な
ど
）
に
活
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

平
成
25
年
に
保
健
推
進
委
員

協
議
会
で
取
り
組
ん
だ
複
十
字

シ
ー
ル
運
動
募
金
の
総
額
は
、

23
万
２
，７
０
０
円
に
な
り
ま

し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

建
設
水
道
課
建
築
係

落
氷
雪
の
事
故
防
止

　

例
年
２
月
か
ら
３
月
に
か
け

て
気
温
の
変
化
に
よ
り
雪
質
が

不
安
定
と
な
り
、
落
氷
雪
や
雪

下
ろ
し
中
の
事
故
が
多
発
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
事
故
を
防

止
す
る
た
め
、
次
の
こ
と
に
十

分
に
注
意
し
事
故
防
止
に
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。

◎
屋
根
な
ど
に
積
も
っ
た
雪
は

早
め
に
下
ろ
し
ま
し
ょ
う
。

◎
屋
根
な
ど
の
雪
下
ろ
し
は
、

で
き
る
だ
け
２
人
以
上
で
行

い
、
必
ず
命
綱
を
し
て
安
全

に
行
い
ま
し
ょ
う
。

総
務
企
画
課
企
画
広
報
係

鷹
栖
町
民
カ
レ
ン
ダ
ー

の
訂
正
と
お
詫
び

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
配
布
い
た

し
ま
し
た
「
平
成
26
年
鷹
栖
町

民
カ
レ
ン
ダ
ー
」
の
中
で
、
６

月
の
行
事
日
程
に
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
の
で
、
訂
正
す
る
と
と

も
に
、
関
係
者
お
よ
び
町
民
の

皆
さ
ま
に
お
詫
び
申
し
上
げ
ま

す
。

【
行
事
名
】

　
鷹
栖
小
学
校
運
動
会

【
日　
程
】

　

訂
正
前　

６
月
８
日
㈰

　
　

←
訂
正
後　
６
月
７
日
㈯

町
民
課
医
療
年
金
係

国
民
年
金
保
険
料
の

前
納
割
引
制
度

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に

は
、
一
定
期
間
を
ま
と
め
て
納

付
す
る
こ
と
に
よ
り
、
割
引
が

受
け
ら
れ
る「
前
納
割
引
制
度
」

が
あ
り
ま
す
。

　

４
月
か
ら
は
、
割
引
額
の
よ

り
大
き
い
「
２
年
前
納
」
制
度

が
始
ま
り
ま
す
。
対
象
は
、
口

座
振
替
の
み
の
取
扱
い
で
す
。

　

口
座
振
替
で
６
カ
月
・
１

年
・
２
年
前
納
す
る
方
は
、
２

月
末
日
ま
で
に
役
場
窓
口
、
年

金
事
務
所
ま
た
は
各
金
融
機
関

で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
持
参
す
る
も
の　

　

基
礎
年
金
番
号
の
わ
か
る
も

の
・
通
帳
・
届
出
印

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　

町
民
課
医
療
年
金
係

　
　

☎
87
│
２
１
１
１

平成₂₅年度の例　1カ月15,040円
口座振替 現金納付

早割（月額）  14,990円
（  －50円） ─

６カ月前納  89,210円
（－1,030円）

 89,510円
（ －730円）

１年前納 176,700円
（－3,780円）

177,280円
（－3,200円）

２年前納
【新設】

 346,600円
（－14,360円） ─

※（　

）内
は
割
引
額

※
平
成
26
年
度
の
保
険
料
は
、
現
在

の
と
こ
ろ
未
定
で
す
。

空きビンの選別作業
　収集した空きビンは、鷹栖共生会に委託し、選別作業
を行っています。ビンは無色ビン、茶色ビン、その他の
ビン、再使用されるビールビンなど、色・種類別に選別し、
リサイクル業者に引き渡しています。ふたや灰皿、コッ
プ、ほ乳ビン、中身の入ったビンなど、異物を取り除く
作業は大変な負担となり、多くの時間を要します。袋には、
異物を入れないようお願いします。�【町民課環境衛生係】

空きビンの選別作業空きビンの選別作業ごみ
について考えよ

う!

ぽかぽかハートのつどい講演会
　精神障がいについて、多くの皆さんに知って
もらいたいと、講演会を開催いたします。皆さ
んの参加をお待ちしています。
▶日にち　２月1₉日㈬
▶時　間　午後１時30分～３時30分
▶場　所　サンホールはぴねす
　　　　　１階生きがいホール
▶対象者　鷹栖町民
▶参加費　無料
▶テーマ　『精神障がいを持って
　　　　　地域で暮らすためには』

▷精神障がいを持つ方やご家族からの講演と
なります。

▶主　催　ぽかぽかハートのつどい
【お問い合わせ】
　福祉課地域福祉係 ☎87-2112
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今月のお知らせ

『恋するフォーチュンクッキー
鷹栖町成人おめでとうver』公開中!

　

昨
年
、
鷹
栖
町
Ｐ
Ｒ
動
画
と

し
て
製
作
し
た
『
恋
す
る
フ
ォ

ー
チ
ュ
ン
ク
ッ
キ
ー
鷹
栖
町
バ

ー
ジ
ョ
ン
』。
視
聴
回
数
は
３

万
５
千
回
を
超
え
、
皆
さ
ん
に

も
好
評
の
動
画
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

今
回
、
そ
の
第
二
弾
と
し
て

『
恋
す
る
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
ク
ッ

キ
ー
鷹
栖
町
成
人
お
め
で
と
う

バ
ー
ジ
ョ
ン
』
を
製
作
。「
鷹

栖
町
は
た
ち
の
つ
ど
い
」
の
会

場
で
撮
影
し
、
成
人
を
迎
え
ら

れ
た
皆
さ
ん
の
ほ
か
、
保
護
者

や
恩
師
の
皆
さ
ん
、
二
十
歳
を

祝
い
隊
の
方
々
に
も
参
加
い
た

だ
き
ま
し
た
。
成
人
の
皆
さ
ん

の
晴
れ
や
か
な
姿
を
、
ぜ
ひ
ご

覧
に
な
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

１
月
に
入
っ
て
か
ら
の
大
雪

に
よ
り
、
道
路
わ
き
に
雪
が
高

く
積
ま
れ
た
状
態
が
続
い
て
い

ま
す
。

　

安
全
で
安
心
な
道
路
環
境
を

維
持
す
る
た
め
に
、
除
雪
お
よ

び
排
雪
作
業
を
続
け
て
い
ま
す

が
、
降
雪
状
態
が
続
く
と
作
業

に
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
ま
た
、
路
上
駐
車
や
道
路

へ
の
雪
出
し
は
、
通
行
の
支
障

と
な
っ
た
り
、
除
雪
作
業
の
妨

げ
に
も
な
り
ま
す
の
で
、
安
全

確
保
の
た
め
に
も
、
皆
さ
ん
の

　

町
民
の
皆
さ
ん
が
利
用
で
き

る
雪
捨
場
を
17
線
８
号
（
案
内

図
参
照
）
に
開
設
し
て
お
り
、

常
時
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　

な
お
、
雪
捨
場
の
敷
地
を
効

率
良
く
活
用
す
る
た
め
に
、
奥

の
方
か
ら
ご
利
用
い
た
だ
き
、

雪
捨
場
入
口
付
近
へ
の
雪
の
堆

積
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　

建
設
水
道
課
維
持
係

　
　

☎
87
─
２
１
１
１

▲雪捨場案内図

雪捨場

道道和寒鷹栖線（₁₃線道路）

道
道
雨
竜
旭
川
線（
₁₀
号
道
路
）

₁₆線道路

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

大
雪
時
の
除
雪
作
業

雪
捨
て
場
の
ご
利
用
を

除
排
雪
作
業
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

上
川
中
部
消
防
組
合
消
防
署
鷹
栖
支
署

●
火
事・救
急・救
助
は
☎
１
１
９
●
防
火
の
相
談
は
☎
87

－２
０
４
２
●

消
防
ミ
ニ
通
信
消
す
ま
で
は

心
の
警
報

 

Ｏ
Ｎ
の
ま
ま

●
平
成
₂₅
年
の
各
種
出
動
件
数
●

【
火
災
出
動
に
つ
い
て
】

　

昨
年
は
２
件
の
建
物
火
災

が
発
生
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
火
災
、
災
害
ゼ
ロ

を
目
指
し
、
地
域
一
体
と
な

っ
て
防
火
を
心
が
け
ま
し
ょ

う
！

　
左
の
グ
ラ
フ
は
平
成
₂₅
年
中
の
災
害
お
よ
び
救
急
出
動
件
数

を
月
別
で
表
し
た
も
の
で
す
。
災
害
で
₁₈
件
、
救
急
で
２
８
３

件
出
動
し
て
お
り
ま
す
。

【
救
急
出
動
に
つ
い
て
】

　

前
年
と
比
較
し
、
13
件
の

減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　

事
故
種
別
で
は
、
急
病
が

１
８
７
件
で
全
体
の
６
割
強

を
占
め
て
い
ま
す
。

平成25年 月別災害出動件数

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

3
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0

（件）

（月）

平成25年 月別救急出動件数
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こんにちは、よろしく
� 氏　名� 両　親

３　区 湯本陽
あき

仁
ひと

ちゃん� 賢太郎さん･千賀子さん

北野東 藪内紗
さ

菜
な

ちゃん� 寿　宜さん･夕佳里さん

北野東 西間愛
あい

莉
り

ちゃん� 誠　志さん･沙　織さん

シンフォニー 金野悠
ゆう

真
ま

ちゃん� 弘　さん･広　美さん

第　27 坂本璃
り

奈
な

ちゃん� 元　遵さん･さおりさん

30　区 片山ちかちゃん� 兵　衛さん･夏奈子さん

ご結婚おめでとうございます
� 新　郎� 新　婦
11　区 前田直樹さん� 旭川市 笹本由紀さん

おくやみ申し上げます
� 氏　　名� 年齢
北野東　小　又　孝　憲さん� 66歳
北野西　山　端　よし子さん� ₉1歳
第　16　紙　谷　ク　ニさん� ₉1歳
第　16　熊　本　百合子さん� 88歳
鷹栖南　川　上　す　ゑさん� ₉8歳
21　区　猿　 　善　雄さん� ₉3歳
37町内　谷　　　　　一さん� 7₉歳
５　区　 　池　照　一さん� 75歳
10　区　日　䕃　　　豊さん� 86歳
第　18　川　上　純　子さん� 77歳

あたたかい心ありがとうございました
○社会福祉協議会へ
　☆香典返しご寄付
　　林　　　弘　子さん

　　紙　谷　金　作さん

　　 　池　怜　子さん

　　山　端　文　夫さん

　　谷　　　ユキ子さん

　　日　䕃　すみ子さん

このコーナーでは、町内で満一歳の誕生日を迎える赤ちゃんを、
毎月紹介しています。

食べることが大好きな僕。毎
日もりもり食べて大きくなっ
たよ ちょっぴり大きい僕だ
けど、みんな抱っこしてね

毎日元気いっぱい、パワー全
開 雪にも負けず外遊びが大
好き 最近のマイブームは、
音楽に合わせて歌って踊るこ
とです

木地谷奏
そ

宇
う

ちゃん
平成25年2月20日生まれ
北野東4条3丁目 男の子
満・あゆみさんの子

　地星
あ か り

凜ちゃん
平成25年1月26日生まれ
北野東3条1丁目 女の子
誠司・真奈実さんの子

鷹栖町役場▶TEL0166︲87︲2111・FAX0166︲87︲2196 ホームページ▶http://town.takasu.hokkaido.jp/

《クイズの正解》（「�」内が解答となります）
☆１　北海道日本ハムファイターズ鷹栖町「応援大使」
☆２　鷹栖町「はたちのつどい」
☆３　童謡「夕やけこやけ」
☆４　鷹栖北野クロス「カントリー」少年団
☆５　生涯元気「チャレンジデー」
☆６　親と子「心のかけはし」プロジェクト
☆７　「ななかまど」大学
☆８　町花「マリーゴールド」
☆９　音楽イベント「はればれパレット」
☆10　「たかす吹奏楽団」
☆11���夏期巡回「ラジオ体操」
☆12　「輝く君の夢応援」事業
☆13���たかす「軽トラ市」
☆14���鷹栖町マスコットキャラクター「あったかすくん」
☆15���ＰＲ動画『恋する「フォーチュンクッキー」』

　広報１月号での新春特別表紙企画『あったかすクイズ』の正
解を発表します。少し難しい問題もあったと思いますが、皆さ
んは見事全問正解することができたでしょうか。
　今回、多くの皆さまからご応募いただき、誠にありがとうご
ざいました。今年も町では多くのイベントが開催される予定で
す。皆さんにより満足いただけるよう努めていきますので、ぜ
ひご来場ください。

新春特別表紙企画
『あったかすクイズ』正解発表

北方領土の日
　２月７日は、「北方領土の日」です。
北方領土返還運動は、北方四島の早
期返還を求めて半世紀以上続けられ
ています。北方領土の返還について、
ご家族や友人などと一緒に改めて考
え直してみましょう。
 【総務企画課企画広報係】
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◎郷土資料館開館日（毎週水・土曜日／10：00～16：00）

広
報
た
か
す

創　
刊
／
１
９
４
９
年
︵
昭
和
₂₄
年
︶
₁₁
月
₂₀
日

発
行
日
／
２
０
１
４
年
︵
平
成
₂₆
年
︶
２
月
５
日

発
行
者
／
鷹
栖
町　
編　
集
／
総
務
企
画
課

北
海
道
上
川
郡
鷹
栖
町
南
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５
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１
号

No.749
平成26年
2月号

2

2
月 6㊍

7㊎

8� 北の文化祭（雪中運動会）

9㊐
北の文化祭（作品展示・芸能発表）
中央地区文化祭、北斗地区文化祭

10⺼

11㊋
＜建国記念の日＞
北成地区文化祭

12⺢ 乳幼児健診、ブックスタート

13㊍
鷹栖小学校新一年生一日入学、こころの健康相談（9：30
～11：00サンホールはぴねす※予約制）

14㊎ お年寄り送迎日（親交老人会）

15� 町民文化祭（作品展示）

16㊐ 町民文化祭（作品展示・芸能発表）

17⺼ 移動献血の日

18㊋
北野小学校新一年生一日入学、お年寄り送迎日（北成老人会）、幼
児歯科検診・フッ化物塗布（9：30～11：00サンホールはぴねす）

19⺢
幼児歯科検診・フッ化物塗布
（9：30～11：00サンホールはぴねす）

20㊍
幼児歯科検診・フッ化物塗布
（9：30～11：00サンホールはぴねす）

21㊎
女性サロンスクール閉講式
お年寄り送迎日（北斗老人会）

22�

23㊐ 鷹栖小スクールバンド「響愛コンサート」

24⺼

25㊋ お年寄り送迎日（長寿老人会）

26⺢

27㊍

28㊎ お年寄り送迎日（七福老人会）

3
月 1� 鷹栖高校卒業証書授与式

2㊐ 第31回たかす歩くスキーフェスティバル

3⺼

4㊋ お年寄り送迎日（親睦老人会、松平老人会）

5⺢ 血糖コントロール教室

いきいきわいわいカレンダー

次号は3月5日（水）発行です

（ ）内は前月比
人　　口 7,290人（ －3）
男 3,441人（ －1）
女 3,849人（ －2）

世 帯 数 3,095戸（ ＋5）
1 月 中 救 急 出 動 状 況

急　　病 13件（ 12人）
一般負傷 2件（ 2人）
交　　通 2件（ 2人）
そ の 他 1件（ 1人）
１月合計 18件（ 17人）
平成26年累計 18件（ 17人）

（ ）内は搬送人員

　まさか !?の鷹栖町『恋チュン』第二弾が完
成しました！今回は、成人を迎えられた皆さん
の晴れ姿を中心に製作。色鮮やかな着物姿の方
も多く、美しさも満点です。
　さて、完全にプライベートな話題ですが、昨
日（２月４日）は私の誕生日でした。いや～、
めでたいですね 子どものころの誕生日の楽し
みといえば、プレゼントはもちろん、甘くてお
いしいケーキ！皆さんは、何のケーキが好きで
すか？私は、断然『チーズケーキ派』です！昔
ながらのスポンジタイプはもちろん、いまや主
流となりつつあるフロマージュタイプも大好き
♪ケーキを買うときは必ずといっていいほど、
チーズケーキです。ということで、来年の誕生
日は皆さんからのチーズケーキのプレゼント、
待ってます！  《山本》

〒071-12₉2 上川郡鷹栖町南１条３丁目5-1
【電　話】0166­87­2111
【ＦＡＸ】0166­87­2196
◆鷹栖町ホームページでは、
　メールまたはアンケート
　でのご意見をお待ちして
　います。

http://town.takasu.hokkaido.jp

広報に関するご意見をお寄せください

【1月25日現在】


